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耐震診断が

無料
耐震補強設計に

最大18万円

耐震補強工事に

最大125万円

4
耐震シェルター等の

設置に

最大50万円

木造住宅の耐震化 のご案内

5 空き家の解体工事にも最大30万円

住まいの耐震化を進めよう

命を守るため！まずは耐震診断から

耐震補強工事と同時に行うリフォーム工事にも

最大20万円の上乗せ

100万円から
増額！！

新設！！
補助率4/5



昭和56年5月31日以前に着工された木造住宅ですか？
※丸太組構法（ログハウス）、 プレハブ住宅などは対象外となります。

1

対象住宅であれば、

無料で耐震診断を受けられます。

3階建て以下、併用住宅の場合は、延べ床面積の2分の1超が住宅
部分にあたりますか？

無料で耐震診断を受けていただける可能性があります。
住宅政策課までご相談のうえ、お申込みください。

後日、耐震診断者から、診断日の調整の電話がありますので、
診断日を決定してください。※診断日には必ず立ち合いが必要です。

診断完了後、1か月程度で、診断結果と補強が必要な場合の
概算工事費をお伝えします。

三
か
月
程
度診断費用

(５万円程度)

が何と無料!!

補強
設計

耐震診断の結果、「倒壊する可能性がある、または、高い」

（評点1.0未満）住宅を「一応倒壊しない」（評点1.0以上）

住宅にするための耐震補強設計を行う場合に補助を受けられます。

診断結果
の評点

0.7未満
0.7以上
1.0未満

1.0以上
1.5未満

1.5以上

区分
倒壊する可能性

が高い
倒壊する可能性

がある
一応

倒壊しない
倒壊しない

標準補助金額
補強設計費の2/3の額（最大18万円）

支援
内容

耐震補強設計

2

耐震
診断



3
耐震補強設計に基づき、耐震補強工事を行う場合に補助を受けられます。

診断結果
の評点

0.7未満
0.7以上
1.0未満

1.0以上
1.5未満

1.5以上

区分
倒壊する可能性

が高い
倒壊する可能性

がある
一応

倒壊しない
倒壊しない

耐震補強工事

補強
工事

標準補助金額 （国と市・県の両方の補助が受けられます）
①国・ ：工事費の2/5（最大50万円）
②市・県：工事費の2/3（最大75万円） 計：最大125万円

支援
内容

リフォーム
工事

標準補助金額
工事費の1/3（最大20万円）

支援
内容

※住宅の機能や性能を向上させる目的で行う工事に
限ります。

耐震補強工事と同時に行うリフォーム工事にも

補助を受けられます。

4

耐震シェルター等
設置 標準補助金額

購入費及び設置費の4/5の額（最大50万円）

支援
内容

耐震診断の結果、「倒壊する可能性が高い」（評点0.7未満）住宅で、

原則として1階部分に設置を行う場合に補助を受けられます。

＋

5
耐震診断の結果、「倒壊する可能性が高い」（評点0.7未満）住宅

（空き家）を解体する場合にも補助を受けられます。

空き家解体工事
標準補助金額

工事費の2/3（最大30万円）

支援
内容



伊勢市 申請者 診断者・施工業者

耐震診断の申し込み

耐震診断の発注
耐震診断等決定通知の発送

耐震診断等決定通知の受理
耐震診断者の決定

日程調整

現地調査現地調査の立ち合い

耐震判定書の作成・送付耐震判定書の受理

補助金の申請補助金申請の受付

審査

補助金の交付決定
交付決定通知の発送

交付決定通知の受理
施工業者との契約・着工

申請者との契約
工事の着工

工事完了
工事代金の請求

工事代金の支払い

事業完了実績報告書の提出事業完了実績報告書の受理

交付確定通知の受理
請求書の受理

請求書の提出
請求書の受理

耐震診断の受付

耐震診断受付

日程調整

内容審査

補助金の交付確定
交付確定通知の発送

請求書の発送

補助金の受け取り補助金の振り込み

補助制度活用時のフロー

お問い合わせ窓口

団体名 担当課 所在地 電話番号

伊勢市 都市整備部住宅政策課
〒516-8601
伊勢市岩渕1丁目7-29（本館4階）

0596-21-5596

耐震事業関係団体

団体名担当課 所在地 電話番号

特定非営利活動法人
三重県木造住宅耐震促進協議会

〒514-0037
津市東古河町8-17 システックビル 4階 059-246-7131

※交付決定前に契約され
た場合、補助の対象にな

りません。

制度の詳細、補助の
お申込み等はこちらまで

耐震診断や補強工事
の詳細はこちらまで


